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『新たな奉仕に踏み出そう
� ロータリーの次の百年のために』

▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300

創立 1986年

2021－22年度国際ロータリーテーマ

奉仕しよう　みんなの人生を豊かにするために

○ソング
　◦四つのテスト
○スマイルBOX
　◦鈴木孝幸会長（中目パスト会長、七五三でお忙しい中、卓話ありがとうございました。コザロータリー60周

年式典に参加頂いた皆様、お疲れ様でした。高畠エレクト、会長代行ありがとうございました。）
　◦須藤正樹幹事（中目パスト会長卓話ありがとうございます。地区大会ではお世話になりました。）
　◦宮本多可夫会員（本日は中目会員、卓話ありがとうございます。）
　◦関谷亮一会員（歴史文化愛好会に時間をいただきありがとうございました。中目公英パスト会長の卓話大変

ありがとうございました。鈴木会長以下8名の皆様コザロータリークラブ訪問御苦労様でした。）
　◦佐藤清作会員（中目パスト会長による「渋沢栄一と松平定信」の卓話楽しみにしておりました。ありがとう

ございました。）
　◦金田昇会員（第2530地区大会もみなさまのご協力により成功裏に終りました。ありがとうございます。）
　◦永野文雄会員（中目南湖神社宮司様、卓話ありが

とうございました。）
　◦池田浩章会員（皆様お久しぶりです。新型コロナ

ウイルスにかかり、3週間入院しましたが、何とか
無事に退院出来ました。祝いにスマイルします。中
目公英パスト会長卓話お疲れ様でした。）

　◦堀田一彦会員（先日の祖母の葬儀では大変お世話
になりました。ありがとうございました。）

　◦吉成真五郎会員（先週は誕生日祝いをいただきあ
りがとうございました。11月27日で還暦を迎えます。
今後ともよろしくお願い致します。）

　◦中目公英会員（本日、卓話をさせていただきまし
たので、スマイルします。青天を衝けを楽しみに渋
沢栄一の人生を追体験しましょう。）

第1687回例会
令和３年11月11日（18：30～19：30）

A  出席免除を受けていない正会員数 ５０名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ６４名

C  Ⓐの出席者数 ３０名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １３名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ４３名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ６３
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ６８．２５％

第1687回例会出席状況� （R３年11月11日)



本日のプログラム

第1687回例会 令和３年11月11日（２）

■会長の時間� 鈴木孝幸会長
　皆さん、こんばんは。本日もお忙しい
中、例会にご出席いただきまして大変あ
りがとうございます。今日は、本来のプ
ログラムは地区大会の報告ということで
ありましたが、地区大会はユーチューブ

でも配信されたということと、今後ユーチューブで動画
で視聴することができるということを聞いておりますの
で、そちらのユーチューブを見ていただいて報告に代えさ
せていただきたいと思います。いわきの秀英学園、志賀ガ
バナーの学校で行われたわけですが本当に素晴らしい学校
でですね、金田ガバナー補佐も言っておりましたが、一代
で築き上げるというのは本当に素晴らしいガバナーだな
と感じて帰ってきたところであります。ということで、今
日の会長の時間は沖縄コザクラブの60周年記念式典に出席
した時の報告を行いたいと思います。テーブル上の小さい
ナッツは沖縄のお土産でございます。是非、食べてみてく
ださい。今回、沖縄に行った目的は二つありまして。もち
ろんコザロータリークラブの60周年記念式典に出席するた
め。もう一つが、中目パスト会長時代に首里城が全焼して
しまったということで、首里城の義援金を沖縄のコザクラ
ブに託すということが今までできなかったことから、その
義援金を渡すために行ったという目的もございます。参加
者は9名で、居川監事、成井監事、順不同ですが、中目パ
スト会長、吉成会員、吉野直前会長、青木会員、運天会員、

鶴丸会員と私という9名でございます。残念ながら、須藤
幹事と兼子委員長は事前に用事があってキャンセルという
ことで、あとシスター委員長の堀田委員長につきまして
は葬儀ということで欠席となりました。堀田シスター委員
長の葬儀に出られませんで、大変申し訳ありませんでした。
ということで、この行程の中でシスター委員長と幹事の役
割を沖縄に詳しい運天君が一生懸命努めてくれたわけでご
ざいます。出発当日、運天君が早速、私の自宅に車で迎え
に来てくれまして、私が車に乗った直後ですね、いきなり
運天君が我が家の境界のコンクリートブロック塀に車をぶ
つけまして、沖縄首里城の義援金を渡す前に、運天君のほ
うに義援金を出さなきゃいけないんじゃないのかという感
じで、本当にトラブルからのスタートでありました。沖縄
に到着しまして、初日の那覇の夜から那覇にわざわざコザ
クラブの方々が来ていただいて夜の手厚い接待をしてい
ただきまして、たんまりとお酒を飲んだ形であります。そ
の翌日は60周年記念ゴルフがありまして、そちらに出席さ
せていただきました。やはり、終わったあと表彰式、二次
会、三次会と続くわけでございますが、本当にトラブルは
続くもので、実は連日の接待で私は結構酔いが回るのが早
くてかなり酔っぱらってたんですね。運天君から預かった
はずの翌日首里城にズームで例会に出席するために移動す
るためのレンタカーの鍵を、沖縄そばの店に置き忘れると
いう大失態をやらかしまして、皆さんにご迷惑をおかけし
たという形であります。その翌日のズーム会議に出席する
ためにレンタカーが動きませんので、急遽一緒に昼のズー
ム例会に出席する約束をしていましたコザクラブの島袋会
長に朝方電話しまして、是非ホテルまで私を拾い上げてく

コザロータリークラブ60周年記念式典参加 11月２日㈫～５日㈮



第1687回例会 令和３年11月11日（３）

れないかということで、早朝島袋会長がホテルまで迎えに
来ていただいて首里城まで途中に中目パスト会長を那覇の
ホテルで拾い上げ、無事に首里城に向かうことができたと
いう形であります。本当にすっかり島袋会長にはお世話に
なってしまいました。そんな形でバタバタで迎えたズーム
例会、皆様もこの会場で画面を見ていただけたと思います
が、ちょっと音がうまく出ないということで、本来であれ
ば首里城は観光で行ったのではなく、今回首里城への義援
金を渡すということで会のお金を使いますから、今現在の
首里城の状況を西クラブの皆様に把握してもらうために映
像を届けたい。そして、その夜に控えるコザの60周年に向
けて島袋会長から首里城から我がクラブへのメッセージを
いただくという、そういった任務のもとに行ったので、私
がかりゆしを着て3人で島袋会長と中目さんと私がへらへ
らしながら画面に映ってたと思いますが、そういった任務
のもとにそういった形でやらせていただいたということ
で、皆さんにご理解願いたいと思っております。そんなこ
んなのトラブルで、一番とばっちりを食ったのは次年度会
長の高畠エレクトであります。画面上で高畠エレクトの会
長の時間、一通り聞かせていただきました。非常に流暢な
語り口調で、さすが先生は違うなと。次週から今後も高畠
君にもうこの残りの年を任そうと一瞬思っておりましたが、
残りは私の下手な喋りで繋ぎたいと思いますので、皆さん
よろしくお願いしたいと思います。それで、その一番肝心
な60周年記念式典の内容ですけども、来賓の方が沖縄市長
様、沖縄商工会議所の会頭様、それに2580地区のパストガ
バナー様。2580地区とは、ちょっと私すいません無知で今
回気が付いたんですけども、東京地区と沖縄地区が一緒な
んですね。ですから、東京のパストガバナーの方も多分お
られたのかななんて思います。そういったそうそうたるメ
ンバーの方と沖縄のロータリークラブ、何個かありますが
そちらの方々を招いて、とても厳正な会でありました。懇
親会につきましてはちょっとひねりがありまして、非常に
ウィットな皆さんご存知の芝田和尚の企画したジェンダー
のダンサーの方々が出演しまして、かなりちょっと怖い感
じの女性もおりましたが、かなり盛り上がった会でありま
した。非常に厳正な会と緩やかな懇親会と、緩急を入り乱
した素晴らしい会だったと思っております。この後、ちゃ
んと懇親会の中で皆さんから預かりました義援金はコザク
ラブのほうに託すことができましたので、その模様を含め
てあとで週報、あとはフェイスブックの西ロータリークラ
ブのページのほうで詳しい写真をアップしたいと思います
ので、皆さんご覧になっていただきたいと思います。です
けど、しかしながら本当に考えましたがこの3泊4日、非常
にヘビーな訪問だったんですけども、本当にコザの皆さん
にお世話になりました。以前、今から10年以上前に今はも
う退会されていないんですが、近畿日本ツーリスト旅行代
理店の木村さんが言っていた言葉を思い出しました。孝幸
君、沖縄って観光地がいいとか、食べ物がいいとか、天気

がいいとか、暖かいとか、いいとこいっぱいあるんだけど、
一番いいとこ何だか知ってる。それはね、人だよ。人が一
番いいんだよ。沖縄の良さって人なんだよと言った事、本
当つくづく思いました。本当にこの4日間、ロータリーの
友情に溢れた4日間を送れて、疲れはしましたが非常に良
い思いが出来たと思います。本当に感謝であります。あと
最後に、皆さんに伝えたいことがあります。今回の60周年
記念式典で私もちょっと一言挨拶があったんですが、その
挨拶の中でコザクラブと我が西ロータリークラブのこの友
好クラブから姉妹クラブに。それで、姉妹クラブから今ま
での経緯というものを簡単にお話をさせてもらいまいし
た。遡ること26年から始まるんですけども、姉妹クラブ締
結して今度の12月5日で丸19年を迎えます。つまり、それ
以降は20周年なんですね。ですから、来年は20周年ですと
いうようなお話をしたら、その会の後の二次会で60周年実
行委員会の委員長の前原さんが私のほうに来られまして、
是非是非20周年何かやりたいよね、どう。なんて話があっ
て、私もちょっと軽はずみで、それいいですねと返事して
しまいました。来年のここ最近の人事の傾向から行きます
と、来年のシスター委員長はここに座っている須藤幹事で
あります。須藤幹事に来年はすっかり任せて、ちょっと段
取りを取ってそういった会を20周年記念の会をやれたらい
いなと考えております。その際は、今回行かれなかった皆
さんも姉妹クラブの20周年ということで、是非是非このコ
ロナ禍が悪化しないことを祈りますが、参加できてみんな
で行ったり来ていただいたり出来ればいいかなと思った次
第であります。それでは、この辺で会長の時間は終わりた
いと思います。今日は、中目パスト会長のお話ですけども、
七五三さんのお忙しい中、沖縄疲れは抜けたんでしょうか。
本日はよろしくお願いしたいと思います。

■幹事報告� 須藤正樹幹事
◦国際ロータリー第2530地区 ガバナーエレクト 佐藤正

道、次期地区幹事 佐藤日出夫：ガバナーエレクト事務
所開設披露のご案内

◦国際ロータリー第2530地区 ガバナー 志賀利彦、喜多方
ロータリークラブ 会長 庄司英喜：「佐藤正道ガバナー
エレクト国際協議会壮行会」「酒井善盛パストガバ
ナー規定審議会壮行会」のご案内

◦国際ロータリー第2530地区2021-22年度 ガバナー 志賀利
彦、地区大会実行委員長 里見潤：地区大会ご出席御礼

◦深谷ノースロータリークラブ 会長 関口善伯、幹事 水野
淳：南湖神社義援金をご寄付していただきました東京
北区様紹介資料について

◦2021-22 D2530 県南分区ガバナー補佐 金田昇：県南分
区会長幹事会のお知らせ

◦福島民友：福島民友 広告掲載紙
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■委員会報告
◦社会奉仕委員会� 村上堅二委員長

　皆さん、こんばんは。先週もお話させ
ていただいたんですけども、12月19日
ロータリー奉仕デーに合わせて各駅で清
掃活動をしたいと思っております。皆さ
ん、これからまた出欠のほう流すんです

けれども、12月19日日曜日午前中10時から12時までですか
ら、是非皆さん時間を空けておいていただくことをお願い
したいと思っております。よろしくお願いいたします。

◦県南分区ガバナー補佐� 金田昇様
　皆さん、こんばんは。私のほうからな
んですが、公式訪問すべて終了しまし
た。11月1日、須賀川ロータリークラブを
最後に終わりました。あと会長からもご
報告があったんですが、先週の日曜日に

地区大会が行われました。昨年はリモートということだっ
たんですが、今年は規模を縮小してですが対面でできた
事、また各クラブの様子を見ることができたという事で、
とても良かったなというふうに思っています。来年はもう
少しきちんとした地区大会ができることを祈念しておりま
す。それで大体地区関係の前半戦が終了いたしまして、今
度後半戦ということになりますが、分区としまして先程社
会奉仕委員長からありました12月19日のロータリー奉仕
デー、これ8クラブ皆さん集まって行います。それから、3
月6日のＩＭの準備がそろそろスタートいたします。皆様
にはいろいろご協力いただくところが沢山ありますので、
よろしくお願いいたします。それと、いよいよ次年度の地
区の行事が少しづつ決まってまいりまして、我がクラブか
らも地区の委員会に出向者を出したいと思ってます。例年
ですと、地区のほうからご指名をいただいて一本釣りとい
うことでやったんですが、ちょっと不透明なとこもあった
り、クラブによっては偏りがあったりしますので、是非
推薦自薦でやらせてもらえないかというふうな話をしまし
たところ、次年度のガバナーエレクトのほうから是非お願
いしますということでしたので、各クラブにお願いしまし
た。何名か推薦をいただいてますのでそれを上げますけど
も、白河西クラブからは今のところ4名ほど地区のほうに

行っていただこうかなというふうに思っております。吉野
直前会長、中目パスト会長、矢田部パスト会長、それから
十文字会員が今のところ候補として挙がっておりますが、
その他是非地区に行ってみたいという方がいらっしゃいま
したら、是非一年間出向してロータリーを学び、また地
区、福島県内のいろんな方々と友情を深めたりしていただ
ければというふうに思いますので、まだ間に合いますので
来週ぐらいまでに私のほうにご連絡いただければと思いま
すので、よろしくお願いいたします。

◦ロータリー財団委員会� 矢田部錦四郎委員長
　皆さん、こんばんは。先週の財団月間
で、財団の例会ありがとうございまし
た。早速今日、佐藤清作会員のほうから
11万4千円ポール・ハリス・フェローの寄
付をお預かりしました。ありがとうござ

いました。あと、ガバナー補佐のほうからも予約をいただ
きました。ありがとうございます。

◦吉野敬之直前会長
　皆さん、こんばんは。先日、一度ご紹
介させていただいたんですけれども、そ
の際ちょっとこちらのほうのプリントア
ウトが上手くいかないということでお示
しできませんでした。2020-21年度ロータ

リー賞のほうを無事いただくことができました。これ昨
年、中目さんの時にはこれがプラチナ賞だったんですけれ
ども、若干やっぱり能力の差ですかね。プラチナにはいか
なかったんですけれど、真鍮くらいの感じかもしれません
けど一応賞をいただきましたので、これよりは若干貧相
な額に入れて皆様のほうにお示ししたいと思います。それ
と併せまして、先日の地区大会のほうで会員増強優秀クラ
ブ、それと会員数純増上位3クラブ第3位でございます。新
入会員上位クラブというふうな形で、これらの表彰をいた
だいております。本当に皆様方全員のご協力のもと、魅力
のある西クラブということでお認めいただいて、皆さん方
から推薦させていただいて純増というふうな形になりまし
たし、皆様方が活動の中に輪といいますか、そういうも
のを大切にしていただいたおかげで純粋に退会者というも
のが一人も出なかったということは、本当に素晴らしいこ
とかなと思います。本当に皆様方のお力添えのおかげでご
ざいました。更に、
地区アクション表彰
では公共イメージ向
上活動賞というもの
をいただきました。
これは県南8クラブ
で投票していただい
て選んでいただく賞
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でございまして、そちら最優秀ではなかったんですが優秀
賞ということでいただきました。これもまた、皆様方のお
力添えのおかげだと思って感謝をしているとこでございま
す。是非、今年度の鈴木年度もこういう形で皆さんのお力
結集して、会員増強であったり活動が更に充実することを
お願い申し上げましてご報告とさせていただきます。あり
がとうございました。

◦池田浩章会員
　皆様、おばんでございます。皆様のお
顔を拝見するのも1か月半ぶりで嬉しく
思っております。私、コロナウイルスに
罹りまして約3週間入院してまいりまし
た。原因は、私のそばにいた息子からう

つってしまったわけでございます。同じ病院、同じ病室
に2人して入院いたしました。息子は若いせいか10日で退
院しましたけども、私はやっぱり年取っているというこ
とと、あと肺に結構ダメージを受けまして3週間というこ
とになりました。何とか無事このように戻ってまいりまし
た。これからも一生懸命頑張りたいと思います。一応、ご
報告までといたします。ありがとうございます。

■本日のプログラム
歴史本化研究愛好会担当例会
◦歴史文化研究愛好会� 関谷亮一会長

　皆さん、こんばんは。まず、今日の紹
介の前にコザロータリーの60周年の式典
に会長以下8名出席されまして本当にご
苦労様でした。ありがとうございました。
本日、歴史文化研究愛好会のほうに時間

をいただきまして、今年二つ程予定していたその一つが先
月終わりましたが、今回また時間をいただきまして先程Ｓ
ＡＡからお話がありましたように、渋沢栄一と南湖神社の
関わりというか、それについて中目パスト会長からいろい
ろとお話をお聞きしたいと思っております。どうぞよろし
くお願いします。中目さん、よろしくお願いいたします。

◦｢渋沢栄一と松平定信について」� 中目公英会員
　皆さん、こんばんは。関谷歴史文化研
究愛好会の会長から、中目さん「青天を
衝け」今年の12月で終わっちゃうんだけ
どっていうふうなお話で、2回目プログラ
ム空いたもんですから、私のほうに喋れ

というご下命を頂戴いたしましたので、少しお時間をいた
だきましてお話をさせていただきます。私に与えられた題
はこちらに書いてあります「渋沢栄一と松平定信につい
て」ということで、私は学者でも何でもありませんから、
そんなに詳しい学問的な話はできませんが少しお話をさせ
ていただければと思います。

渋渋沢沢栄栄一一とと松松平平定定信信

南 湖 神 社 宮司 中 目 公 英

渋沢栄一 松平定信に出会う １

１８７４年 東京会議所共有金取締に就任し

東京会議所

東京府にその仕事が任された組織です （営繕会議所から改名）

共有金

寛政の改革で松平定信が設けた江戸町会所のことで 明治になって

養育院に関わる（３４歳）

約９０年弱の備蓄で 約１７０万両になりました

養育院

七分積金 町会所の費用を節約し その節約した分の７割を籾やお金で蓄え

困窮したときに お救い米として配ったり お金を貸してあげました

総合的な社会福祉施設でした

寛政の改革で松平定信が設けた七分積金の資金のことで 明治までの

病院診療施設・老人介護施設・職業訓練施設・児童学校施設を併せ持つ

渋沢栄一 松平定信に出会う ２

東京府は道路橋梁・共同墓地・瓦斯灯・商法講習所にも使用しました共有金

松平定信の七分積金の本来の目的を達成しようと 病弱者・生活困窮者・

身寄りのない老人・孤児など 貧困者を救済するしようしました

院長就任 渋沢栄一は 当初 松平定信のことをよく知らず 倹約を声高にいう

変わったお方であると思っていました

共有金は 松平定信の七分積金の制度によって貯められたお金であって

それにより養育院が運営され 長く維持経営しなければならない

１８７９年 東京府養育院初代院長に就任する（３９歳）
東京都健康長寿医療センター内

渋 沢 栄 一 像

松平定信 寛政の改革

幕府財政を立て直し 世の乱れを正そうと 質素倹約を旨にして 改革しました

・「囲米」「七分積金」 飢饉への備えを持とう

・「旧里帰農令」 農村を復興しよう

・「株仲間解散」 賄賂を贈る悪者を減らそう

・「棄捐令」 札差の借金を減らして武士の暮らしを守ろう

・「人足寄場」 無宿人に仕事を身に付けさせよう

・「寛政異学の禁」 幕府の武士になる試験科目は朱子学にしよう

これらの施策により 幕府財政は赤字から黒字に 借金をなくし貯えを少し持ち

一揆や打ちこわしがおさまり 民の暮らしも安定しました

松平定信の失脚 １

松平定信は老中首座在職６年で 倹約令による締め付けが厳しく

民の支持をなくして失脚した

もとの濁りの田沼こいしき

白河の清きに魚のすみかねて 太田南畝 作

正しいルール、道理が通ったことであっても、それを過度に強要されることは息苦しいものです。松平定信の
ように正しいことをしているつもりでも、周りから理解されなければ居心地はよくありません。
グループや会社のリーダーとして、他人をまとめる立場にたたされたときは、ルールだけで統制しようとする
のではなく、人の気持ちを考えて行動したいものです。
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松平定信の失脚 ２

しかし 本当のところは 将軍家斉との対立が深くなった為でした

・尊号一件問題 光格天皇が閑院宮の実父に太上天皇の尊号を送ろうとした
ことに反対しました

・大御所問題 将軍家斉が一橋家の実父に大御所の尊号を送ろうとした
ことに反対しました

・大奥改革問題 将軍家斉は生涯で正妻に加えて側室を２０人持ち子供が
５３人も生まれます
巨大化する大奥の経費を大幅に削減しました

渋沢栄一 松平定信を顕彰する １

渋沢栄一は 古希（７０歳）を過ぎて 実業界を引退すると 松平定信公の月命日に

毎月１３日に養育院を訪れ 楽翁公記念会を開き 心願書に向かいて拝礼しています

大正５（１９１６）年 渋沢栄一（７６歳）が 社会公共事業に傾注し始めたときに

白河町は 松平定信を神さまとしておまつりする神社をつくろうと 町議会で決議し

御大典記念楽翁公奉祀表徳会を組織し 松平定信を敬愛している渋沢栄一を訪問して

神社をつくろうとする事業に賛同していただけるようにお願いしました

渋沢栄一は神社創建に賛同し 率先して寄付金を出し 更に岩崎・三井・安田・大倉

などの財界人に寄付金を斡旋してくださいました

松平定信の失脚後

定信の寛政の改革における政治理念は 黒船来航に始まる幕末期までの
幕政の基本として堅持されることとなった。

三河吉田藩主の松平信明（のぶあきら）や 越後長岡藩主の牧野忠精
（ただきよ）をはじめとする 定信の政治方針を引き継いだ老中達が
そのまま留任し 政策を引き継ぐ

彼らは寛政の遺老と呼ばれ、寛政の改革の路線は維持される

渋沢栄一 松平定信を顕彰する ２

大正９（１９２０）年
５月１０日

内務大臣神社設立許可

６月 ６日

地鎮祭

養育院幹事田中太郎代参

明治４１（１９０８）年撮影
（松平定信正三位贈位記念）

神社が出来る前の南湖の写真

南湖神社が創建されるまで

松平定信公の神格化

１８２９年 松平定信が７０歳のとき 死去されました

墓所は 東京都江東区白河町にある霊巌寺にあります

戒名 守国院殿崇蓮社天誉保徳楽翁大居士

神号 守国大明神

死後も尚 この日本を守りたいと強く願い 守国大明神の

神号をいただきました（１８３４年宣下 １８５５年裁許）

神社は 鎮国守国神社（三重県桑名市鎮座）と 南湖神社

神階は従四位であったが １９０８（明治４１）年に正三位を贈られる

渋沢栄一 松平定信を顕彰する ３

大正１０（１９２１）年
５月 ５日

立柱祭

養育院々長渋沢栄一参列

南湖神社が創建されるまで

渋沢栄一 松平定信を深く知る １

松平定信が老中首座に就任するとき 神仏に誓った

吉祥院歓喜天願文（心願書）に渋沢栄一は深く感銘する

民が困窮せず経済がうまくまわって ご威信が保てるよう

自らの命と妻子の命を懸けて必死にお願します

天明の大飢饉で 皆が食うに食えず 世の中が乱れて 打ちこわしが多く起こりました

民が苦しまず 皆がお腹いっぱい食べられて 幕府の権威が保たれるようにするには

どうしても 皆が嫌がる倹約を命じなければなりません

自らの命ばかりか妻子の命もかけるという大いなる覚悟を持っているお方なのです

倹約せよと命ずる前に 松平定信は自ら行い しかも倹約を制度として実施する為に

渋沢栄一 松平定信を顕彰する ４

大正１１（１９２２）年
６月１２日

分霊式

徳川家達・松平定晴

渋沢栄一・白河町長関係者参列
南湖神社御霊代 上野駅発車風景

遷御祭

湖上には数百の燈籠が浮かび 花火が次々と打ち上げられ 数百の提灯が並ぶ中で

ご神体がご本殿に遷御されました 渋沢栄一は「あたかも龍宮に来たようだ」と

いわれたと伝えられています

南湖神社が創建されるまで

渋沢栄一 松平定信を顕彰する ５

大正１１（１９２２）年
６月１３日

鎮座祭

６月１４日

例祭

奉祝太々神楽

奉祝奉迎風景 本町

南湖神社が創建されるまで

渋沢栄一 松平定信を深く知る ２

松平定信と渋沢栄一は 共に幕臣で 同じ朱子学を学び 同じ倫理感を

強く心の中に持っていました

仁政
天下国家を治める者は 民が困らず暮せるよう天から委任されている

民が困窮すれば 治める者に仁徳を求めて 一揆を起こされても仕方ない

松平定信公は 主君の将軍にも仁徳を求め 倹約の信ずるところを曲げませんでした

大奥改革を断行した為に わずか六年間で老中首座を辞めることとなりました

松平定信は 命を懸けて幕臣として正しいことをしました

寛政の改革で制定された諸制度は廃止されずに存続しました


